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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の頂部又は凸部を有する平板状屋根に取付物を取付けるための屋根面取付治具であ
り、
　前記平板状屋根の任意の頂部又は凸部を挟んで配置される一対の挟持部と、一方の挟持
部の上縁から上方に延出されるとともに折り返されて他方の挟持部の上縁に繋がる連結部
と、その連結部の折り返しの一部を開口した挿込み口と、その挿込み口から前記連結部の
対向する２面の間に下部の平板部を挿し込んで前記取付物を支持させる支持体と、前記連
結部の対向する２面と前記支持体の平板部とを貫通する貫通孔と、その貫通孔に挿通され
て、前記支持体の固定と前記挟持部を前記頂部又は凸部に圧着させる該連結部の対向する
２面の緊結とを同時に行なうボルト部とを備え、
　前記挟持部及び前記連結部に連結され、前記平板状屋根の頂部又は凸部の両側屋根面に
着座する着座部を備える屋根面取付治具であって、
　前記支持体の平板部は、該平板部の幅より僅かに広くなるように切り欠かれたスリット
状の前記挿込み口に挿し込まれて前記ボルト部により固定され、該支持体は、垂直方向に
延設される該平板部に対して傾斜する台座部を備える屋根面取付治具。
【請求項２】
　前記挟持部が、前記頂部又は凸部の側面から上面にかけての外形に合わせた形状に成形
されており、前記連結部は前記挟持部と一体の板材を二つ折りにして成形されており、前
記挿込み口は前記連結部の折り返しの両側縁を除いた部分にスリット状に開口されるとと
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もに、
　前記支持体の平板部を前記連結部の折返しの一部に設けた前記挿込み口に挿し込んだ状
態で、該連結部の貫通孔と該支持体の平板部に設けてある貫通孔にボルト部を挿し込んで
螺着させることで、該支持体の固定と前記挟持部を前記頂部又は凸部に圧着させる該連結
部の対向する２面の緊結とを同時に行なう請求項１に記載の屋根面取付治具。
【請求項３】
　前記支持体が、側面視略Ｌ字形に成形された金具で、垂直方向に延設される平板部が前
記挿込み口への挿入部となる請求項１又は２に記載の屋根面取付治具。
【請求項４】
　前記台座部の傾斜が、前記取付物の設置角度に応じた角度に設定される請求項１～３の
いずれかに記載の屋根面取付治具。
【請求項５】
　前記着座部が、前記一対の挟持部の各下縁から延出されてなる請求項１～４のいずれか
に記載の屋根面取付治具。
【請求項６】
　前記着座部が、前記挟持部及び前記連結部と別体とされ、前記ボルト部により、前記連
結部の対向する２面及び前記支持体とともに緊結される請求項１～５のいずれかに記載の
屋根面取付治具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の頂部又は凸部を有する折板屋根などの平板状屋根に太陽電池モジュー
ル等の取付物を取付けるための取付治具、及びその取付治具を使用した太陽電池モジュー
ルの取付構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、折板屋根に太陽電池モジュールを取付けるための取付金物及び取付構造が知られ
ている（特許文献１、２参照）。
【０００３】
　例えば、特許文献１では、折板屋根の頂部に取付金物を設置し、その取付金物から上方
に突出する締結ボルトに太陽電池モジュールを固定して、屋根面に平行になるように太陽
電池モジュールを取付けている。
【０００４】
　また、特許文献２には、左右別体のクランプ片をボルトで締め付けて折板屋根の頂部を
挟持させ、その左右クランプ片にフレーム固定金具を取付け、太陽電池モジュールを屋根
面に対して斜めに設置する構造が開示されている。
【特許文献１】特許第3299877号公報
【特許文献２】特開2001-193231号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１、２に記載の取付金物では、強風等の水平方向外力が太陽電
池モジュールに加わったとき、太陽電池モジュールの取付部分に回転やねじれを生じて使
用できない。
【０００６】
　また、特許文献１の取付金物では、太陽電池モジュールを屋根面に対して斜めに設置す
るには、上部側と下部側とで長さの違う締結ボルトを設けた取付金物を別途、製作しなけ
ればならない。
【０００７】
　また、特許文献２の構成では、取付部品数が多くなり、取付けに手間がかかる上に、別
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体の左右クランプ片を折板屋根の頂部に取付ける際にずれが生じ易い。
【０００８】
　本発明の課題は、太陽電池モジュール等の取付物を屋根面に簡易かつ安定的に取付ける
ことにある。
【０００９】
　本発明の他の課題は、太陽電池モジュールの設置角度に応じて角度及び高さを容易に調
整して支持させることができる太陽電池モジュールの取付治具、及びその取付治具を使用
した取付構造を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　請求項１の発明は、複数の頂部又は凸部を有する平板状屋根に取付物を取付けるための
屋根面取付治具であり、前記平板状屋根の任意の頂部又は凸部を挟んで配置される一対の
挟持部と、一方の挟持部の上縁から上方に延出されるとともに折り返されて他方の挟持部
の上縁に繋がる連結部と、その連結部の折り返しの一部を開口した挿込み口と、その挿込
み口から前記連結部の対向する２面の間に下部の平板部を挿し込んで前記取付物を支持さ
せる支持体と、前記連結部の対向する２面と前記支持体の平板部とを貫通する貫通孔と、
その貫通孔に挿通されて、前記支持体の固定と前記挟持部を前記頂部又は凸部に圧着させ
る該連結部の対向する２面の緊結とを同時に行なうボルト部とを備え、前記挟持部及び前
記連結部に連結され、前記平板状屋根の頂部又は凸部の両側屋根面に着座する着座部を備
える屋根面取付治具であって、前記支持体の平板部は、該平板部の幅より僅かに広くなる
ように切り欠かれたスリット状の前記挿込み口に挿し込まれて前記ボルト部により固定さ
れ、該支持体は、垂直方向に延設される該平板部に対して傾斜する台座部を備えたもので
ある。
【００１１】
　請求項２の発明は、請求項１の発明において更に、前記挟持部が、前記頂部又は凸部の
側面から上面にかけての外形に合わせた形状に成形されており、前記連結部は前記挟持部
と一体の板材を二つ折りにして成形されており、前記挿込み口は前記連結部の折り返しの
両側縁を除いた部分にスリット状に開口されるとともに、前記支持体の平板部を前記連結
部の折返しの一部に設けた前記挿込み口に挿し込んだ状態で、該連結部の貫通孔と該支持
体の平板部に設けてある貫通孔にボルト部を挿し込んで螺着させることで、該支持体の固
定と前記挟持部を前記頂部又は凸部に圧着させる該連結部の対向する２面の緊結とを同時
に行なうようにしたものである。
【００１２】
　請求項３の発明は、請求項１又は２の発明において更に、前記支持体が、側面視略Ｌ字
形に成形された金具で、垂直方向に延設される平板部が前記挿込み口への挿入部となるよ
うにしたものである。
【００１３】
　請求項４の発明は、請求項１～３のいずれかの発明において更に、前記台座部の傾斜が
、前記取付物の設置角度に応じた角度に設定されるようにしたものである。
【００１４】
　請求項５の発明は、請求項１～４のいずれかの発明において更に、前記着座部が、前記
一対の挟持部の各下縁から延出されてなるようにしたものである。
　請求項６の発明は、請求項１～５のいずれかの発明において更に、前記着座部が、前記
挟持部及び前記連結部と別体とされ、前記ボルト部により、前記連結部の対向する２面及
び前記支持体とともに緊結されるようにしたものである。
【発明の効果】
【００１５】
　（請求項１～４）
　(a)取付治具は、平板状屋根の頂部又は凸部を挟持する一対の挟持部が、連結部によっ
て繋がっている。また、この連結部の挿込み口に任意の長さの支持体を挿入し、支持体の
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固定と挟持部を頂部又は凸部に圧着させる連結部の緊結とを同時に行なうことができる。
これにより、取付物を屋根面に簡易に取付けできる上に、取付ける支持体の長さや台座部
の角度を変えるだけで容易に設置角度を調整することができる。
【００１６】
　(b)取付治具は、挟持部及び連結部に連結された着座部が、平板状屋根の頂部又は凸部
の上側屋根面に着座する。これにより、強風等の水平方向外力が取付物に加わったとき、
取付物を支持している取付治具が、挟持部及び／又は着座部を介して屋根面に担持される
ことにより回転やねじれを生ずることがない。従って、取付物の取付強度が向上し、取付
物を屋根面に安定的に取付けできる。
【００１７】
　(c)挟持部の形状を、折板屋根の頂部又は凸部の側面から上面にかけての外形に合わせ
た形状に成形することで、頂部又は凸部との密着度が高まり、ずれ難くすることができる
。
【００１８】
　（請求項５）
　(d)着座部が一対の挟持部の各下縁から延出されてなるものとすることにより、強風等
の水平方向外力が取付物に加わったとき、取付物を支持している取付治具が、挟持部及び
着座部を介して、屋根の頂部又は凸部の側面を経て屋根面にまで担持されることにより回
転やねじれを生ずることがない。従って、取付物の取付強度が一層向上し、取付物を屋根
面に一層安定的に取付けできる。また、挟持部と連結部と着座部を一部品化し、着座部を
それらの挟持部と連結部に緊結作業する必要がないし、部品取り扱いも簡易になる。
【００１９】
　（請求項６）
　(e)着座部が、挟持部及び連結部と別体とされ、ボルト部により、連結部の対向する２
面及び支持体とともに緊結されるものとすることができる。
【００２０】
　取付治具は、取付物を屋根面に安定的に取付けたい部分においてだけ着座部を用い、そ
の余の部分では着座部なしの挟持部だけで平板状屋根の頂部又は凸部を挟んで配置される
。複数の取付治具のうちの一部のものだけが着座部を備えるものとし、取付治具の使用コ
ストを低減しながら、取付物の取付けの安定性を確保できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　図１は折半屋根と取付治具を示す斜視図、図２は太陽電池モジュールの取付過程を示す
斜視図、図３は取付治具を示し、（Ａ）は正面図、（Ｂ）は側面図、図４は太陽電池モジ
ュールの取付構造を示す模式側面図、図５は取付治具の変形例を示す側面図、図６は取付
治具の変形例を示し、（Ａ）は模式斜視図、（Ｂ）は模式平面図、図７は取付治具の変形
例を示す模式側面図、図８は手摺の取付構造を示す模式側面図である。
【実施例】
【００２３】
　図２は、平板状屋根としての折板屋根２に太陽電池モジュール１を取付ける作業工程を
説明する斜視図である。
【００２４】
　この折板屋根２は、所定のピッチで頂部２１、・・・が設けられた平板状の屋根である
。このような折板屋根２は、例えば波形のポリ塩化ビニル被覆鋼板によって形成されるも
ので、図１に示すようにその折り曲げられた山形が頂部２１になる。
【００２５】
　また、折板屋根２の下側には、図２、図４に示すように、それを支持する屋根フレーム
２２及び天井２３が設けられている。
【００２６】
　そして、本実施の形態の取付治具３は、図１に示すように、折板屋根２の頂部２１に取
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付けられる挟持金具３１と、その挟持金具３１に下部を挿し込む太陽電池モジュール１の
支持体としての支持金具３２と、挟持金具３１と支持金具３２の貫通孔３１４、３２２に
装着されるボルト部３３とを備えている。
【００２７】
　この挟持金具３１には、図３に示すように、折板屋根２の頂部２１を挟んで配置される
一対の挟持部３１１、３１１と、一方の挟持部３１１の上縁から上方に延出されるととも
に折り返されて他方の挟持部３１１の上縁に繋がる連結部３１２と、その連結部３１２の
折り返し部３１２Ａの一部を開口した挿込み口３１３と、連結部３１２の対向する２面を
貫通する貫通孔３１４とが設けられている。
【００２８】
　例えば、この挟持部３１１、３１１と連結部３１２は、１枚のステンレス鋼板を折り曲
げて成形される。また、この挟持部３１１、３１１は、頂部２１の側面から上面にかけて
の外形に合わせた鉤形にそれぞれ成形されている（図１、図３（Ｂ）参照）。
【００２９】
　そして、一方の挟持部３１１の上縁から真っ直ぐに上方に延出された連結部３１２は、
途中の折り返し部３１２Ａで二つ折りにされて他方の挟持部３１１の上縁に向けて延出さ
れる。即ち、挟持部３１１、３１１と連結部３１２の対向する２面は、図３（Ｂ）に示す
ように、折り返し部３１２Ａからの垂線に対して線対称に成形される。
【００３０】
　この連結部３１２の二つ折りにされて対向する２面には、水平方向に貫通する貫通孔３
１４が形成されている。そして、この貫通孔３１４は、後述するボルト部３３が装着され
て緊結されると、挟持部３１１、３１１が閉じる方向に移動する位置に設けられている。
【００３１】
　また、連結部３１２の折り返し部３１２Ａには、後述する支持金具３２の挿入部３２１
の幅より僅かに広くなるように、両側縁を除いた部分がスリット状に切り欠かれた挿込み
口３１３が形成されている。更に、その挿込み口３１３は、連結部３１２の対向する２面
間の中空部に連通されている。
【００３２】
　更に、挟持金具３１は、挟持部３１１及び連結部３１２に連結され、折半屋根２の頂部
２１の両側屋根面２１１に着座する左右の着座部３１５を備える。着座部３１５は、一対
の挟持部３１１の各下縁から屋根面２１１に沿う左右に延出される。
【００３３】
　支持金具３２は、側面視略Ｌ字形に成形された金具で、垂直方向に延設される平板部が
挿入部３２１となり、その挿入部３２１の上縁から斜めに延設される平板部が太陽電池モ
ジュール１を載置する台座部３２３となる。
【００３４】
　この挿入部３２１には、挿込み口３１３から支持金具３２を挿入した際に連結部３１２
の貫通孔３１４と連通する位置に、貫通孔３２２が形成されている。即ち、連結部３１２
の対向する２面と支持金具３２とを貫通する貫通孔３１４、３２２が形成される。
【００３５】
　また、台座部３２３には、上下方向に貫通する取付穴３２４が設けられており、太陽電
池モジュール１の取付けに利用される。即ち、台座部３２３は、太陽電池モジュール１の
設置角度に応じた角度に傾斜させて成形されており、太陽電池モジュール１を下方から面
で支持する。
【００３６】
　そして、ボルト部３３は、連結部３１２の貫通孔３１４と支持金具３２の貫通孔３２２
とに挿通されるボルト３３１と、そのボルト３３１に螺着させるナット３３２とから構成
されている。
【００３７】
　一方、支持金具３２の挿入部３２１の長さを変えることによって、太陽電池モジュール



(6) JP 5466840 B2 2014.4.9

10

20

30

40

50

１を支持させる高さを変えることができる。
【００３８】
　図２には、傾斜させた太陽電池モジュール１の下部側に突出長の短い支持金具３２Ａを
挿し込んだ取付治具３Ａを配置し、上部側に突出長の長い支持金具３２Ｂを挿し込んだ取
付治具３Ｂを配置した状態を示した。
【００３９】
　即ち、この上部側に設置される支持金具３２Ｂと、下部側に設置される支持金具３２Ａ
との差が、その上に設置される太陽電池モジュール１の傾斜角度を規定することになる。
このような取付治具３Ａ、３Ｂを利用すれば、挟持金具３１には同一部品を使用し、支持
金具３２Ａ、３２Ｂを所望する突出長の金具にすることで、太陽光発電が効率良く行なえ
る角度に太陽電池モジュール１を取付けることが容易にできる。
【００４０】
　次に、本実施の形態の取付治具３を用いた太陽電池モジュール１の取付構造の構築方法
について説明する。
【００４１】
　まず、図１に示すように、折板屋根２の頂部２１を挟持部３１１、３１１で挟ませるこ
とで挟持金具３１を取付ける。挟持金具３１の着座部３１５を折半屋根２の屋根面２１１
に着座させる。そして、挟持金具３１の挿込み口３１３に支持金具３２の挿入部３２１を
挿し込む。
【００４２】
　この際、図２に示すように、太陽電池モジュール１を傾斜させる場合は、傾斜の下部側
に対峙する折板屋根２の頂部２１には取付治具３Ａ、３Ａを取付け、傾斜の上部側に対峙
する頂部２１には取付治具３Ｂ、３Ｂを取付ける。
【００４３】
　そして、取付治具３Ａ、３Ａ、３Ｂ、３Ｂの上に太陽電池モジュール１を降ろすと、設
置角度に合わせて傾斜させた平板状の台座部３２３、・・・の上に載置された太陽電池モ
ジュール１は安定する。そこで、台座部３２３、・・・の取付穴３２４、・・・にボルト
（図示せず）を通して、台座部３２３、・・・に太陽電池モジュール１を固定する。
【００４４】
　図４は、このように太陽電池モジュール１、・・・を傾斜させて、折板屋根２の上に複
数、設置した状態を側方から見た断面図である。
【００４５】
　これらの太陽電池モジュール１、・・・は、所定のピッチで折板屋根２に形成された頂
部２１、・・・に、一つ置きに取付けられた取付治具３Ａ、３Ｂ（３Ｃ、３Ｄ）の上に設
置されている。
【００４６】
　また、太陽電池モジュール１、・・・を限られた折板屋根２の上で効率良く配置するた
めに、取付治具３Ａ－３Ｄにおいては、支持金具３２、・・・の突出長をそれぞれ調整す
るだけでなく、台座部３２３の突出する向き及び角度も調整している。
【００４７】
　次に、本実施の形態の太陽電池モジュール１の取付治具３及び取付構造の作用について
説明する。
【００４８】
　このように構成された本実施の形態の太陽電池モジュール１の取付治具３及び取付構造
では、折板屋根２の頂部２１を挟持する一対の挟持部３１１、３１１が、連結部３１２に
よって繋がって１つの挟持金具３１になっている。
【００４９】
　このため、従来の左右に分かれた別体のクランプを取付けるときのように位置ずれを生
じさせることなく、容易に頂部２１に挟持金具３１を嵌めることができる。
【００５０】
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　また、この連結部３１２の挿込み口３１３に任意の長さの挿入部３２１を有する支持金
具３２を挿入することができるので、太陽電池モジュール１を支持させる高さを容易に調
整することができる。
【００５１】
　更に、台座部３２３の傾斜角度も、支持金具３２だけであれば容易に調整することがで
きる。また、平板状の台座部３２３によって、太陽電池モジュール１を下方から安定して
支持させることができる。
【００５２】
　更に、支持金具３２の挿入部３２１を挿込み口３１３に挿し込んだ後に、挟持金具３１
の貫通孔３１４と支持金具３２の貫通孔３２２にボルト３３１を挿し込んでナット３３２
を螺着させることで、支持金具３２の固定と挟持部３１１、３１１を頂部２１に圧着させ
る連結部３１２の緊結とを同時に行なうことができる。
【００５３】
　このため、太陽電池モジュール１の取付けが容易になる上に、取付ける支持金具３２の
突出長の長さや台座部３２３の傾斜角度を変えるだけで、太陽電池モジュール１の設置角
度を容易に調整することができる。
【００５４】
　即ち、太陽電池モジュール１は、太陽に対する向きによって発電効率が異なるので、支
持金具３２を変えることで太陽電池モジュール１の設置角度を調整できれば、最適な設置
角度にすることが容易にできる。
【００５５】
　また、挟持部３１１、３１１の形状を、折板屋根２の頂部２１の側面から上面にかけて
の外形に合わせた形状に成形することで、頂部２１との密着度が高まり、ずれ難くするこ
とができる。
【００５６】
　また、取付治具３は、挟持部３１１及び連結部３１２に連結された着座部３１５が、折
半屋根２の頂部２１の上側屋根面２１１に着座する。これにより、強風等の水平方向外力
が太陽電池モジュール１に加わったとき、太陽電池モジュール１を支持している取付治具
３が、挟持部３１１及び／又は着座部３１５を介して屋根面２１１に担持されることによ
り回転やねじれを生ずることがない。従って、太陽電池モジュールの取付強度が向上し、
太陽電池モジュールを屋根面２１１に安定的に取付けできる。
【００５７】
　このとき、着座部３１５が一対の挟持部３１１の各下縁から延出されてなるものとする
ことにより、強風等の水平方向外力が太陽電池モジュール１に加わったとき、太陽電池モ
ジュール１を支持している取付治具３が、挟持部３１１及び着座部３１５を介して、折半
屋根２の頂部２１の側面を経て屋根面２１１にまで担持されることにより回転やねじれを
生ずることがない。従って、太陽電池モジュールの取付強度が一層向上し、太陽電池モジ
ュールを屋根面２１１に一層安定的に取付けできる。また、挟持部３１１と連結部３１２
１と着座部３１５を一部品化し、着座部３１５をそれらの挟持部３１１と連結部３１２に
緊結作業する必要がないし、部品取り扱いも簡易になる。
【００５８】
　図５に示す取付治具４は、図３に示した取付治具３と異なる点は、着座部３５に左右に
延出させた外縁部３１５Ａを折半屋根２の屋根面２１１から離れる方向にはね上げるよう
に曲げ成形したことにある。これによれば、取付治具３により折半屋根２の屋根面２１１
をキズつけることなく取付けできる。
【００５９】
　図６に示す取付治具５が、図３に示した取付治具３と異なる点は、取付治具３の挟持金
具３１から着座部３５を取除いたものを治具本体５１とし、この治具本体５１に別体の着
座体５２を付帯させたことにある。着座体５２は、ステンレス鋼板を折り曲げて成形され
、左右の着座部５２１、５２１とそれらをつなぐつなぎ部５２２とからなる。つなぎ部５
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２２は、治具本体５１を構成する挟持金具３１の連結部３１２の対向する２面の間に挿通
され、ボルト部３３のボルト３３１とナット３３２により、連結部３１２の対向する２面
及び支持金具３２の挿入部３２１とともに緊結される。着座部５２１は、つなぎ部２２２
における連結部３１２の対向する２面に沿う長手方向の両端部からつなぎ部５２２の板面
に直交する外方に離隔するように延在される延長部５２３の下端部を曲げ成形され、折半
屋根２の屋根面２１１に着座可能にされる。
【００６０】
　これにより、取付治具５は、治具本体５１を構成する挟持金具３１が挟持部３１１で折
半屋根２の頂部２１を挟むことにより取付けられたとき、着座体５２の着座部５２１が折
半屋根２の屋根面２１１に着座するものになる。
【００６１】
　図７に示す取付治具６が、図３に示した取付治具３と異なる点は、取付治具３の挟持金
具３１から着座部３１５を取除いたものを治具本体６１とし、この治具本体６１に別体を
なす一対の着座体６２、６２を付帯させたことにある。各着座体６２は、ステンレス鋼板
を折り曲げて成形され、固定部６２１と着座部６２２とからなる。各着座体６２の固定部
６２１は、治具本体６１を構成する挟持金具３１の連結部３１２の対向する２面の外側に
添設され、ボルト部３３のボルト３３１とナット３３２により、連結部３１２の対向する
２面及び支持金具３２の挿入部３２１とともに緊結される。各着座体６２の着座部６２２
は、固定部６２１から外方に離隔するように延在される延長部６２３の下端部を曲げ形成
され、折半屋根２の屋根面２１１に着座可能にされる。
【００６２】
　これにより、取付治具６は、治具本体６１を構成する挟持金具３１が挟持部３１１で折
半屋根２の頂部２１を挟むことにより取付けられたとき、着座体６２の着座部６２２が折
半屋根２の屋根面２１１に着座するものになる。
【００６３】
　取付治具５又は取付治具６によれば、治具本体５１、６１に着座体５２、６２を別体と
して付帯させた。従って、取付治具５、６は、太陽電池モジュール１を屋根面２１１に安
定的に取付けたい部分においてだけ着座体５２、６２を用い、その余の部分では着座体５
２、６２なしの治具本体５１、６１の挟持部３１１だけで折半屋根２の頂部２１を挟んで
配置される。複数の取付治具５、６のうちの一部のものだけが着座部５２、６２を備える
ものとし、取付治具５、６の使用コストを低減しながら、太陽電池モジュール１の取付け
の安定性を確保できる。
【００６４】
　以上、図面を参照して、本発明の最良の実施の形態を詳述してきたが、具体的な構成は
、この実施の形態に限らず、本発明の要旨を逸脱しない程度の設計的変更は、本発明に含
まれる。
【００６５】
　例えば、前記実施の形態では、平板状屋根として折板屋根２の頂部２１に取付治具３を
取付ける場合について説明したが、これに限定されるものではなく、平板状屋根として波
形スレート板、波形亜鉛鉄板、ステンレス鋼板、波形ガラス、波形プラスチック板の屋根
の頂部に取付治具３を取付けることができる。
【００６６】
　また、瓦棒と称する芯材が所定のピッチで設けられた鋼板瓦棒葺き屋根を平板状屋根と
し、その凸部である角形の瓦棒部に取付治具３を取付ける構成であっても良い。
【００６７】
　また、本発明は、取付物を太陽電池モジュールとするものに限らず、取付物を、屋上歩
行時の手摺、屋根上アンテナ等、屋根面の上に取付けられる全てのものとすることができ
る。例えば、図８は手摺１００の取付構造を示し、手摺１００の板状脚部１０１を本発明
の支持体とし、この脚部１０１の下部を挟持金具３１の連結部３１２の差込口３１３に差
込んで支持し、連結部３１２の貫通孔３１４と脚部１０１の貫通孔（不図示）に挿通され
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るボルト３３１にナット３３２を螺着させる。尚、脚部１０１の最下端部にＴ字をなすよ
うに交差する支持片１０２を設け、この支持片１０２を折半屋根２の頂部２１の上面と挟
持金具３１の挟持部３１１の下面との間に挟み込み固定するものとすることにより、手摺
１００の支持強度を一層構造できる。
【図面の簡単な説明】
【００６８】
【図１】図１は折半屋根と取付治具を示す斜視図である。
【図２】図２は太陽電池モジュールの取付過程を示す斜視図である。
【図３】図３は取付治具を示し、（Ａ）は正面図、（Ｂ）は側面図である。
【図４】図４は太陽電池モジュールの取付構造を示す模式側面図である。
【図５】図５は取付治具の変形例を示す側面図である。
【図６】図６は取付治具の変形例を示し、（Ａ）は模式斜視図、（Ｂ）は模式平面図であ
る。
【図７】図７は取付治具の変形例を示す模式側面図である。
【図８】図８は手摺の取付構造を示す模式側面図である。
【符号の説明】
【００６９】
１　太陽電池モジュール
２　折板屋根（平板状屋根）
２１　頂部
２１１　屋根面
３、３Ａ－３Ｄ　取付治具
３１１　挟持部
３１２　連結部
３１２Ａ　折り返し部
３１３　挿込み口
３１４　貫通孔
３１５　着座部
３２、３２Ａ、３２Ｂ　支持金具（支持体）
３２２　貫通孔
３２３　台座部
３３　ボルト部
４　取付治具
５、６　取付治具
５１、６１　治具本体
５２、６２　着座体
５２１、６２２　着座部
１００　手摺
１０１　脚部（支持体）
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